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まえがき＝ものづくり産業にとって，現場で働く人々の
成長促進と開発・製造プロセスの技術革新によるQCD
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題を発掘し，その解決に向けて基礎研究の深化と新研究
領域の開拓が進み，得られた成果をさらに社会実装する
ことで社会の創造と変革をリードするという「OUエコ
システム」の実現を掲げている。未来研の取り組みは本
構想とも合致するものであり，大阪大学にとっても意義
ある活動になると期待している。

3．KOBELCO未来協働研究所の活動

3. 1　最初のターゲット領域
　未来研にて新規事業創出に取り組むにあたり，最初の
ターゲット領域はどこかを検討した。
　図 2は，経済産業省が2021年 8 月に公表した産業別
統計表のデータに基づき作成した図表である。国内の産
業別事業所数とその中で少人数事業所の占める割合をサ
プライチェーンの流れに沿ってネットワーク状に示した
もので，図の左部分が素材産業，中央部分が部品産業（加
工機械産業も含む），右部分が機械製品産業となってい
る。
　ネットワークの各ノードに示した産業別の数値のう
ち，左側の黒文字の数値は，従業者 4人以上の事業所の
数である。また，その右側の白抜き文字の数値は，従業
者 4人以上の事業所のうち100人未満の事業所の占める
割合（すなわち比較的少人数の事業所の割合）を百分足
で枚するものぃした。ち，左分が素材産その右分が幾00

人未満ふめる しｙ業｠ 人未満ふめ人未満ふ咎咎 8

蚳



神戸製鋼技報/Vol. 73 No. 1【 117

る。加えて，素材から最終機械製品までのサプライチェ
ーンを踏まえた上で，新たな価値につながるソリューシ
ョンを目指している。
3. 3
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